
   

平成 26 年 7 月 10 日 

海 上 保 安 庁 

※ 第七管区海上保安本部において同時広報 

 

東南～南アジア海域への巡視船やしまの派遣について 

スリランカにおいて同国海上保安機関職員を対象とした乗船研修等を実施 

 

海上保安庁では、アジア各国との海賊対策に関する相互連携・協力推進を目的として、平

成１２年以降、毎年、巡視船を東南アジア海域等に派遣し、所要の海賊対策に当たっていま

す。   

派遣期間中、往復路の公海上においては、海賊行為等に対する巡視警戒・情報収集活動、

必要に応じて海賊行為への対処を行います。 

同期間中、次のとおり、巡視船やしまのスリランカ寄港を予定しています。（巡視船によるス

リランカ寄港は初めて。） 

スリランカは我が国と中東・ヨーロッパを結ぶ重要な海上交通路に位置しており、その安全

確保のためには同国海上保安機関の発展は非常に重要です。今回の巡視船やしまのスリラ

ンカ寄港にあわせ、同国海上保安機関職員に対して乗船研修等を実施し、法執行能力等の

向上を図るとともに、更なる連携・協力関係を推進していくこととしています。 

なお、平成２６年７月１６日（水）に博多港で行われる出港式が取材可能です。 

 

１ 派遣日程等 

（１）派遣巡視船 

巡視船やしま（総トン数約５，３００トン、ヘリコプター搭載） 

第七管区海上保安本部福岡海上保安部所属 

（２）寄港国（寄港地） 

スリランカ民主社会主義共和国（コロンボ） 

（３）派遣日程 

平成２６年７月１６日（水） 博多港出港 

７月２８日（月） コロンボ港入港 

８月 １日（金） コロンボ港出港  

８月１３日（水） 博多港入港 

 

２ 寄港国海上保安機関（スリランカ沿岸警備庁）に対する乗船研修等 

（１）目的 

スリランカ沿岸警備庁職員の法執行能力等の向上を図るとともに、同沿岸警備庁との

更なる連携・協力関係の強化を目的とする。 

（２）実施期間・内容 

○平成２６年７月２９日（火）～３１日（木）（コロンボ港寄港中） 

・ 乗船研修（１日間） 

（大型巡視船・航空機の運航体制に関する研修、海上保安庁業務説明等） 

・ 海上保安業務に関する講義 

（環境防災業務等） 

・ 海賊対策に関する意見交換   等  

 



○平成２６年８月１日（金）～１３日（水）（コロンボ港～博多港までの復路航海中） 

・ 乗船研修（１３日間） 

（大型巡視船・航空機の運航体制、海賊取締りを含む海上法執行業務に関する研修等） 

 

３ 出港式の取材について 

○巡視船やしまの出港式を以下のとおり実施します。 

日 時：平成２６年７月１６日（水）午前１１時００分から午前１１時１５分まで 

場 所：巡視船やしま係留岸壁（博多港香椎浜ふ頭１号岸壁） 

住 所：福岡県福岡市東区香椎浜埠頭４－１ 

（雨天時は、出港式を船内で実施します。出国手続きの関係上、船内における取材は 

出来ません。） 

 

○出港式の取材を希望される社は、７月１４日（月）午後零時までに、海上保安庁広報室 

（℡03-3591-9780）まで連絡をお願いします。また、当日は午前１０時３０分までに、上

記 巡視船やしま係留岸壁設置のテントにお集まり下さい（雨天時も同じ）。 

 

※ 第七管区海上保安本部において同時広報いたします。 


